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編集後記
　奥田先生は PM2.5 の問題に真

しん

摯
し

に取り組まれています。その姿勢が取材中にもよく
現れていました。特に、みなさんに PM2.5 についての正しい知識を知ってほしいとい
う気持ちが随所に見受けられました。みなさん、このページのコラムもぜひ読んでく
ださい。PM2.5 のイメージが変わるかもしれません。
　表紙の写真は、先生自作の屋外にある捕集装置と奥田先生のコラボレーションを試
みたものです。デザインができるまでは、どのような仕上がりになるのか、想像でき
ませんでしたが、青空のような背景も見事に再現され、奥田先生の研究がイメージで
きる仕上がりとなりました。 （松林真奈美）
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　わが国では2009年に PM2.5 の環境基
準が定められ、また2013年には中国に
おいて深刻なPM2.5 の高濃度現象が大々
的に報じられるなど、PM2.5 は一種の社
会問題になりました。私は10年以上前
から研究者としてPM2.5 に関わってきま
したが、まさか自分の研究対象が「流行語」
になるとは夢にも思いませんでした（第
30回�2013ユーキャン新語・流行語大賞
「トップテン」）。
　しかし、各種メディアによるPM2.5 関
連の報道には、違和感を覚えることも数
多くあります。私の知る限り、PM2.5 の
現状は次の通りです。①�日本の平均的

なPM2.5 濃度は、特に近年上昇傾向にあ
るわけではありません。② 2013年 1月
には、確かに中国の PM2.5 濃度は例年
よりも高かったのですが、同時期に日本
のPM2.5 濃度は上昇していません。③屋
外のPM2.5 濃度が極端に高い場合を除き、
屋外と室内のPM2.5 濃度にほとんど違い
はありません。④ PM2.5 対策としてマス
クを着用しても、多くの場合は気休め程
度にしかなりません。一般的には、マス
クと顔面を完全に密着させて着用するこ
とが困難だからです。……いかがでしょ
うか？　各種メディアの報道から受ける
印象とは、かなり異なっていたのではな
いでしょうか。特に2013～14年にかけ
てはPM2.5 に関する講演を何回もお引き
受けしたのですが、このような話をする
と皆さん一様に驚かれていました。
　実は、上記の根拠となるデータは全て、

PM2.5 問題の実態
～一次情報を参照することの重要さ～
奥田 知明

信頼性の高い公的機関により公開されて
います。すなわち、誰でも一次情報を参
照することができるのです。一方、各種
メディアの報道は、残念ながら一次情報
を正しく伝えているとは言えないケース
を多く見かけます。「なぜこの一次データ
から、そういう解釈になるんだ！」と感じ
る機会も一度や二度ではありません。
　PM2.5 問題に限りませんが、気になる
ニュースを目にした時に、可能な限り一
次情報を参照して、自分なりにデータを
解釈することができる能力は非常に重要
です。情報が氾

はん

濫
らん

している現代において、
この能力を鍛えることは必須だと私は考
えています。そこで、私の授業では、環
境問題をテーマにしたディスカッション
を通じて、信頼できる一次情報に基づい
た自分の意見を持つことを目標にしてい
ます。
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理 工 学 I n f o r m a t i o n

日時：2015 年 12 月 4 日 ( 金 ) 10:00 ～ 18:00
場所：東京国際フォーラム地下 2 階（展示ホール 2）

メインイベント
「脳 ･ 心と幸せ」　システムデザイン・マネジメント研究科　前野 隆司　教授　他

ラウンドテーブルセッション
「環境への工学的アプローチ」　機械工学科　植田 利久　教授（ファシリテータ）
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KEIO TECHNO-MALL 2015
第16 回 慶應科学技術展

「育てる産学、育つ夢」

　KEIO TECHNO-MALL（慶應科学技術展）は、
慶應義塾大学理工学部・理工学研究科の研究
成果を広く発信し、共同研究や技術移転など、
産学官連携のきっかけとなる出会いの場を提
供するイベントです。
　出展ブースでは、教員や学生が実機のデモ
やポスター展示を通じて、来場者に研究成果
のプレゼンテーションを行っています。毎年、
企業や官公庁、他大学などから、多数の方々
のご来場をいただいています。
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